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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

９
４

７
回

 

大
峯
奥
駈
道

大
峯
奥
駈
道

大
峯
奥
駈
道

大
峯
奥
駈
道
・・ ・・
太
古

太
古

太
古

太
古
ノノ ノノ
辻辻 辻辻
周
辺

周
辺

周
辺

周
辺
のの のの
笹
刈
作
業

笹
刈
作
業

笹
刈
作
業

笹
刈
作
業

 

 

◇
実

施
日

；
２

０
１

７
年

０
９

月
２

４
日

( 日
) 
 
晴

後
曇

り
  

◇
参

加
者

；
川

島
 

功
、

沖
﨑

吉
信

、
児

嶋
道

夫
、

上
村

洋
司

・
和

美
、

 

 
 

 
 

 
畑

林
清

子
、

梶
野

照
雄

、
山

口
泰

宏
。

( 前
鬼

・
小

仲
坊

か
ら

) 

 
 

 
 

 
生

熊
敏

男
・
千

満
子

、
石
橋

哲
郎
・
隆
子

。
( 太

尾
登

山
口

か
ら

) 

椎
木

 
尭

( 大
峯

山
寺

戸
閉

に
参

加
・
逆

峯
縦

走
中

) 。
１

３
名

。
 

 
 

笹
刈

に
特

化
し

た
作

業
は

記
憶

が
な

い
し

、
千

日
刈

峰
行

以
来

か
も

知
れ

 

な
い

。
青

木
君

が
釈

迦
ヶ

岳
近

辺
の

姫
笹

( ミ
ヤ

コ
ザ

サ
) の

繁
り

具
合

が
気

 

に
な

り
、

以
前

よ
り

ほ
ぼ

単
独

で
ガ

ン
バ

ッ
テ

い
た

。
個

人
的

応
援

は
少

々
 

あ
っ

た
様

だ
が

、
会

の
行

事
と

し
て

取
り

上
げ

る
予

定
は

な
か

っ
た

が
、

今
 

年
７

月
、

楊
子

ノ
宿

に
出

向
い

た
時

の
釈

迦
ヶ

岳
以

北
の

孔
雀

岳
・

仏
生

ヶ
 

岳
近

辺
の

奥
駈

道
の

笹
の

繁
り

具
合

を
見

て
、

笹
刈

を
１

年
か

２
年

や
ら

な
 

か
っ

た
ら

道
が

消
え

る
と

思
っ

た
。

 

 
山

上
ヶ

岳
山

頂
の

お
花

畑
は

、
笹

畑
に

な
っ

て
し

ま
っ

た
し

、
大

峰
で

は
 

1
,4

0
0
m

位
か

ら
1
,7

0
0
m

位
の

間
の

疎
林

帯
で

は
、
笹

が
相

当
繁

茂
し

て
い

 

る
よ

う
だ

。
 

現
状

を
見

て
そ

の
必

要
性

を
感

じ
て

、
会

行
事

と
し

て
取

り
上

げ
た

。
 

当
日

は
、

１
２

名
が

参
加

。
和

歌
山

市
か

ら
参

加
の

石
橋

さ
ん

ご
夫

妻
と

 

旭
口

で
合

流
す

る
生

熊
さ

ん
ご

夫
妻

は
、

旭
( 太

尾
) 登

山
口

か
ら

登
り

太
古

 

ノ
辻

で
合

流
す

る
、

残
り

８
名

は
前

鬼
か

ら
と

し
た

。
 

 
林

道
ゲ

ー
ト

は
、
五

鬼
助

さ
ん

に
事

前
に

連
絡

し
て

開
扉

を
し

て
頂

い
た

 

の
で

、
８

時
半

前
に

前
鬼

・
小

仲
坊

に
８

人
が

集
結

。
 

 
皆

さ
ん

そ
れ

ぞ
れ

鎌
や

剪
定

鋏
を

持
参

の
外

、
ヘ

ッ
ジ

ト
リ

マ
ー

( 電
動

バ
 

リ
カ

ン
) ３

台
を

準
備

し
た

。
内

２
台

は
充

電
式

バ
ッ

テ
リ

ー
で

あ
る

の
に

対
 

し
て

、
児

嶋
さ

ん
個

人
所

有
の

１
台

は
、
発

電
機

(7
.5
㎏

) を
作

動
さ
せ

る
事

 

ら
発

電
機

を
背
負

子
に
つ
け

て
い

る
。
こ

り
ゃ

大
変

だ
と

思
い

、
ザ

ッ
ク

の
 

み
梶

野
君

に
お
願

い
し

た
。

 

五
鬼

助
さ

ん
か

ら
椎

木
さ

ん
が

山
上

ヶ
岳

・
大

峯
山

寺
の

戸
閉
め

の
帰
路

、 

今
日
こ
こ

に
泊

る
の

で
、
ゆ

っ
く

り
や

っ
て

来
て
く

れ
と

の
話

も
あ

っ
て

、
 

８
時

半
過
ぎ

に
出
発

し
た

。
 

 
 

 

小
仲

坊
で

登
山

準
備

 
 

 
 

 
 

 
 

 
本

日
の

作
業

打
合

せ
 

 

３
０
分
程
歩

い
て

２
回
目

の
渡
渉

し
た

所
で

１
回
目

の
小
休
止

。
６
～

７

分
で
ス
タ

ー
ト

し
１

０
分

以
上

１
５
分

位
登

っ
た

か
、
ど

う
も

様
子

が
違

う
。
 

先
日

の
台
風

で
谷

の
様

相
が
変
わ

っ
て

し
ま

っ
た

の
か

と
も

思
っ

た
が
違

う
、
ル

ー
ト

を
間
違

え
た

よ
う

だ
。

向
っ

て
右

の
尾
根

に
登

る
が
此
処

も
違

う
、

上
村

夫
妻

は
元
へ
戻

っ
て
み

る
と
下
へ

。
他

は
右
へ
右
へ

と
ト
ラ

バ
ー

ス
気
味

に
移

り
、

や
っ

と
登

山
道
へ

合
流

し
た

。
や

れ
や

れ
で

小
休
止

。
 

 
 

 
 

石
柱

道
標

で
休

憩
 

 
 

登
山

道
に

戻
り

休
憩

 
 

木
段

8
5
3
段

の
第

1
段

目
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４
０
分

近
く
ロ
ス

し
た

か
、
通

り
慣

れ
た

道
で

も
こ

う
言

う
こ

と
が
起

 

き
る
良

い
教
訓

だ
。

 

尚
、
こ

の
日

梶
野

君
は

、
木
段
総
数

８
５

３
段

の
途

中
１

０
０
段
目

、
２

０
０
段
目

と
表
示

し
て

い
る

と
の

事
で

、
段
数
標
識
設
置

の
た
め

、
二

人
が

最
後

尾
を
歩
く

。
 

木
段

を
終

え
る
頃

か
ら

笹
が

出
て

来
る

。
先

行
組

が
き

れ
い

に
刈

っ
て
く

れ
て

い
る

が
、

刈
り

残
し

を
剪

定
鋏

で
処
理

し
な

が
ら

後
を
追

う
。

 

正
午

、
や

っ
と

太
古

ノ
辻
へ

、
昼
食

と
し

た
。

 

 
 

 

 
 

二
つ

岩
 

 
 

 
 

 
 

太
古

ノ
辻

手
前

の
笹

刈
 

 
太

古
ノ

辻
に

到
着

 

昼
食

中
、

生
熊

さ
ん

か
ら
「

あ
ま

り
に

も
遅

い
の

で
何

か
あ

っ
た

は
ず
」

と
心
配

し
た

。
 

 
 

 
 

 

生
熊

・
石

橋
さ

ん
達

と
合

流
 

 
 

 
太

古
ノ

辻
に

全
員

合
流

し
昼

食
 

椎
木

さ
ん

は
１

４
時
～

１
５

時
頃

来
る

か
？

 
な
ど

な
ど
話

の
最

中
の

１

２
時
過
ぎ

、
椎

木
さ

ん
が
姿

を
見
せ

た
、

い
や
早

い
、

戸
閉
め

後
、
昨
晩

は

弥
山

に
泊

り
、
早
朝

４
時

前
に
発

っ
た

。
護
摩

の
勤

行
を

さ
れ

８
時

間
位

で

や
っ

て
来

ら
れ

た
。

笹
刈

を
千

日
刈

峰
行

と
捉

え
手
伝

う
と

の
こ

と
。

 

椎
木

行
者

は
、
本

日
は

小
仲

坊
宿
泊

、
明

日
は

行
仙

宿
に

宿
泊

し
て

、
逆

峯
奥

駈
行

さ
れ

熊
野
三

山
を
歩

い
て

参
詣

さ
れ

る
と
こ

と
。

 

 
 

 
 

 

椎
木

行
者

が
到

着
 

 
 

本
日

の
笹

刈
作

業
者

 
 

 
笹

刈
作

業
中

 

 昼
食

後
、
川

島
・
児

嶋
・
山

口
・
上

村
夫

妻
の

五
人

は
、
天
狗

山
方
面
へ

、

沖
﨑

・
梶

野
・

畑
林

・
椎

木
・
帰
路

に
な

る
石

橋
夫

妻
・

生
熊

夫
妻

は
、
深

仙
宿
方
面
へ

の
笹

刈
を

行
い

、
１

４
時

３
０
分

に
は

太
古

ノ
辻
へ
戻

り
、
下

山
を
決
め

る
。

 

１
２

時
半
過
ぎ

か
ら

持
場

に
向

い
作

業
を

開
始

す
る

。
 

深
仙

宿
組

は
、

ヘ
ッ

ジ
ト

リ
マ

ー
１

台
を

沖
﨑

・
生

熊
・

椎
木

の
三

人
が

使
い
分
け

る
、
い

や
は

や
早

い
。
平
坦

に
な

る
所

は
小

走
り

状
態

で
刈

れ
る

。
 

女
性
軍

は
刈

り
払

い
後

の
笹

の
整
理

を
や

っ
て
く

れ
る

。
ホ
ウ
キ

で
な
く

熊
手

の
方

が
い

い
よ

う
だ

。
次

回
は

熊
手

必
要

の
話

も
。

 

千
日

刈
峰

行
を
始
め

た
頃

の
玉
岡

さ
ん

の
レ
ポ

ー
ト

に
は

、
手

鎌
で
始
め

た
が

、
そ

の
後
草

刈
機

を
導
入

、
そ

の
効
率

の
良

さ
と
ス
ピ

ー
ド

の
早

さ
か

ら
草

刈
機

が
主

流
に

な
っ

た
と

あ
る

。
大

峰
は
広

い
し
長

い
、

今
の

笹
の

状



 3 

況
か

ら
笹

刈
も

年
中

行
事

の
一
つ

と
な

る
か

も
。

 

 
 

 
 

 
 

笹
刈

前
の

状
況

 
 

 
大

日
岳

鎖
場

へ
の

笹
刈

 
 

椎
木

・
梶

野
氏

笹
刈

終
え

到
着

 

 

 
 

 

蘇
莫

岳
側

の
作

業
者

 
 

太
古

ノ
辻

に
戻

る
 

 
 

 
太

古
ノ

辻
か

ら
下

山
 

 天
狗

山
組

は
、

川
島

は
背
負

子
の
発

電
機

を
担
ぎ

、
先

行
し

て
上
下

に
延

長
コ

ー
ド

の
延
び

る
地
点

で
発

電
機

を
置
く

。
児

嶋
さ

ん
が

ヘ
ッ

ジ
ト

リ
マ

ー
で

刈
る

間
に

川
島

は
剪

定
鋏

で
刈

っ
て

い
た

が
、

児
嶋

さ
ん
発

電
機

を
担

ぎ
な

が
ら

笹
刈

さ
れ

る
。

川
島

・
山

口
さ

ん
は

、
刈

り
残

し
と

児
嶋

さ
ん

の

刈
っ

た
笹

を
処
分

。
最

後
の

上
村

夫
妻

は
、

ヘ
ッ

ジ
ト

リ
マ

ー
で
最
終
仕

上

げ
を

し
て
下

さ
る

。
 

蘇
莫

岳
を
越

え
石
楠

花
岳
鞍
部
手

前
で
引
き
返

し
、

１
４

時
１
５
分
頃

に

太
古

ノ
辻

に
戻

っ
た

。
 

深
仙

宿
迄

笹
刈

を
終

え
る

。
椎

木
・

梶
野
両

人
で

大
日

岳
下
へ

も
き

れ
い

に
刈

っ
た

と
の
こ

と
、

予
定

の
１

４
時

半
過
ぎ

に
全
員

が
戻

り
、
本

日
の

作

業
は
終
了

し
た

。
 

下
山

す
る
頃

か
ら

ガ
ス

が
か

か
り

出
す

な
か

、
前

鬼
へ

の
下

山
も
長

い
、

二
つ
岩

で
小
休
止

、
勤

行
。

前
を
歩
く

児
嶋

さ
ん

も
発

電
機

が
重

そ
う

だ
。

 

１
時

間
４

０
分

を
要

し
て

、
や
つ

と
１
６

時
１

０
過
ぎ

に
小

仲
坊

に
着
く

。

椎
木

行
者

の
導
師

に
て

、
行

者
堂

で
無

事
下

山
等

の
勤

行
。

 

五
鬼

助
さ

ん
か

ら
冷

た
い
缶
ビ

ー
ル

・
ジ
ュ

ー
ス

を
差
入

れ
し

て
頂
き

、

乾
い

た
喉

が
い

や
さ

れ
た

、
本

当
に

あ
り

が
と

う
。

 

あ
ー

あ
し

ん
ど

か
っ

た
。

 

 
 

 
 

二
つ

岩
で

小
休

止
・

椎
木

行
者

勤
行

 
 

 
 

 
 

行
者

堂
で

下
山

勤
行

 

 五
鬼

助
さ

ん
ご

夫
妻

・
椎

木
さ

ん
に

見
送

ら
れ

、
１
６

時
半
過
ぎ

に
小

仲

坊
を
発
ち
帰
路
へ

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

新
宮
6
:
2
5
→
8
:
2
0
前

鬼
・

小
仲

坊
8
:
4
0
→
9
:
1
0
休
憩
→

登
山

道
外

れ
登

山

道
に
戻

る
9
:
5
5
→
1
0
:
3
5
二
つ
岩
1
0
:
4
0
→
1
1
:
5
5
太

古
ノ

辻
(
昼
食
)
1
2
:
3
5

→
２
班

に
分

れ
笹

刈
作

業
→
1
4
:
2
5
太

古
ノ

辻
1
4
:
3
5
→
1
5
:
1
5
二
つ
岩
→

1
6
:
0
0
川
渡

る
→
1
6
:
1
0
小

仲
坊
1
6
:
3
5
→
1
8
:
2
0
新

宮
。

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

( 記
；

沖
﨑

、
写
真

；
梶

野
・

川
島

) 
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十
津
川
旭
口

十
津
川
旭
口

十
津
川
旭
口

十
津
川
旭
口

( 太
尾

太
尾

太
尾

太
尾

) 登
山
口
班

登
山
口
班

登
山
口
班

登
山
口
班

 

◇
参

加
者

；
石
端

哲
郎

・
隆

子
、

生
熊

敏
男

・
千

満
子
。。 。。
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
４

名
。

 

    
    

    
今

回
の

作
業

予
定

は
、

前
鬼

か
ら
入

山
と

な
っ

て
い

た
の

で
我
輩

の
足

で

は
無
理

と
不

参
加

を
決
め

て
い

た
が

、
旭

口
か

ら
な

ら
我

が
ペ

ー
ス

で
行
け

る
だ
ろ

う
と

思
っ

て
い

た
ら

、
和

歌
山

の
石

橋
夫

妻
も

参
加

す
る

と
言

う
の

で
、
国

道
１
６

８
号
線

・
十
津

川
旭

口
で
待

合
わ
せ

る
。

 

途
中

１
台

を
デ
ポ

し
太

尾
登

山
口
駐
車
場
へ

、
既

に
７
～

８
台

が
停

ま
っ

て
い

る
。

 

我
々
四

人
は

、
七

時
十

五
に
多

少
の

鎌
・

ノ
コ
ギ

リ
等

を
持

っ
て

登
り

出

す
。
程

な
く
倒

木
が

あ
り

石
橋

さ
ん

が
処
理

し
て
く

れ
る

。
 

こ
の

辺
り

か
ら
足

の
速

い
石

橋
哲

郎
さ

ん
と

生
熊

千
満

子
二

人
に

、
本
隊

(
前

鬼
班
)
と

太
古

ノ
辻

で
の
待

合
わ
せ

時
間

に
間

に
合

う
よ

う
先

行
し

て

も
ら

う
。

 

千
丈
平

を
過
ぎ

た
辺

り
で
雲

行
き

が
あ

や
し
く

な
っ

て
来

た
が

、
伊
富
喜

秀
明
碑
付

近
で

は
、

そ
の
心
配

も
な
く

な
っ

た
。

 

先
行

の
二

人
は

、
十

時
二
十
分
頃

に
太

古
ノ

辻
に
着
き

、
前

鬼
班
到
着

ま

で
付

近
の

姫
笹
(
ミ

ヤ
コ

ザ
サ
)
を

鎌
で

刈
り

な
が

ら
待

っ
て

い
た

。
遅

れ
た

二
人

が
十
一

時
に
着

い
た

が
、

前
鬼
班

の
姿

が
見

え
な

い
。

 

時
刻

は
既

に
十
二

時
前

だ
、
早
朝

和
歌

山
を

出
た

石
橋

夫
妻

の
事

も
あ

り
、

四
人

は
昼
食

を
し

な
が

ら
待
つ

事
に

し
た

。
 

到
着

し
な

い
、
ど

う
し

た
ん

だ
ろ

う
何

か
ハ
プ
ニ

ン
グ

が
と

、
い
ろ

い
ろ

詮
索

し
な

が
ら
待

っ
て

い
る

と
、
程

な
く
一

人
二

人
と

上
が

っ
て

来
た

。
登

山
道

の
笹

を
刈

り
な

が
ら

や
っ

て
来

た
の

だ
。
聞
け
ば
ル

ー
ト

を
間
違

う
ハ

プ
ニ

ン
グ

が
あ

っ
た

と
の
こ

と
。

 

全
員

が
揃

い
昼
食

後
直
ち

に
作

業
に

か
か

る
。
こ

の
地
点

か
ら
南

北
二
手

に
分

か
れ

て
作

業
す

る
事

に
な

り
、

旭
口
班
四

人
は
帰

り
道

で
も

あ
り

、
ザ

ッ
ク

を
背

に
北
方

向
(
深
仙

宿
)
に

加
わ

る
。

 

来
る
途

中
手

鎌
で
歩
き

な
が

ら
、
膝
丈
程
伸
び

た
笹

の
頭

を
叩
き
払

い
な

が
ら

来
た

が
、
目

に
見

え
て

の
効
果

は
無

か
っ

た
が

、
電

気
バ

リ
カ

ン
(
充

電
式

ヘ
ッ

ジ
ト

リ
マ

ー
)
は

す
ご

い
。

 

こ
の

笹
刈

り
に
ピ

ッ
タ

リ
で

、
深
仙

宿
近
く

で
持

た
し

て
も

ら
い

、
使

っ

て
効
果

を
実

感
し

た
。

 

帰
り

時
間

も
そ
ろ

そ
ろ

で
前

鬼
班

と
別

れ
て

、
我

々
四

人
は
深
仙

宿
小
屋

を
午

後
二

時
半

に
発
ち

、
登

山
口
駐
車
場

に
五

時
過
ぎ

に
降

り
立
ち

、
午

後

六
時

に
そ

れ
ぞ

れ
帰
路

に
つ

い
た

。
 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

那
智
(
和

歌
山
)
4
:
3
0
→

登
山

口
7
:
1
5
→
1
0
:
2
0
(
1
1
:
0
0
)
太

古
ノ

辻
1
2
:
3
5

→
笹

刈
作

業
→
深
仙

宿
1
4
:
3
0
→
1
7
:
1
5
登

山
口
1
8
:
0
0
→
2
0
:
0
0
那

智
(
和

歌

山
)
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
(
記

；
生

熊
敏

男
)
    


